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飼料価格高騰に対する支援が始まります 

 県では、令和7年度12月補正予算により、配合飼料や粗飼料

の価格が高止まりする厳しい経営環境に対応するため、国産飼

料の利用拡大や生産性の向上等に意欲的に取組む畜産農家を支

援します。  
 

1 〔配合飼料対策〕畜産配合飼料価格高騰対策支援事業 

 【事業主体】県内畜産農家が加入する基金団体 

 【対 象 者】配合飼料価格安定制度加入者（全畜種） 

 【取組要件】・令和8年度中の経営の継続 

       ・配合飼料価格安定制度への継続加入 

       ・生産性の向上や生産コスト削減の取組の実施 

 【支援内容】生産性向上等への取組推進費（※）を交付します。 

       ※配合飼料価格安定制度のR7年度契約数量×400円／トン上限 

 

2 〔粗飼料対策〕酪農・肉用牛農家生産支援事業 

 【事業主体】団体（県酪連等）    

 【対 象 者】酪農家、肉用牛農家 

 【取組要件】・令和8年度中の経営継続 

       ・粗飼料自給率の向上や生産コスト削減の取組の実施 

 【支援内容】粗飼料価格高騰に対する支援金（※）を交付します 

※搾 乳 牛：30,800円/頭以内 

※肉用繁殖牛：15,600円/頭以内 

※肉用肥育牛：10,400円/頭以内 

※申請書等については、事業主体等から連絡があります。  

【問合せ先】 ・所属する基金団体（各農協、酪連指導事務所、配飼協等） 

・中予家畜保健衛生所畜産振興グループ     まで 
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４ 酪農・畜産飼料価格高騰対策支援事業費
令和７年度12月補正予算（案）

予算額 309,111千円

17 農林水産業の生産振興

農業算出額

17-5 畜産の生産振興

家畜（牛、豚、鶏）の飼養頭羽数

支援を受けた畜産農家の経営の継続率
現状値
目標値 100％（R8年度）

100％（R7年度）

1,295億円（R5年）

1,200億円（R8年）

3,203千頭羽（R6年度）

3,083千頭羽（R8年度）

現状値

目標値

現状値

目標値

お問い合わせ先
農林水産部農業振興局

畜産課
(089-912-2575) 

【物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金充当事業】

１ 畜産配合飼料価格高騰対策支援事業（配合飼料対策） 101,800千円
【事業主体】 県内畜産農家が加入する基金団体
【対 象 者 】 配合飼料価格安定制度加入者
【取組要件】 生産性の向上などの取組みを実施すること
【支援内容】 配合飼料価格安定制度の生産者積立金の1/2を支援

 配合飼料１トンあたり400円
（配合飼料価格安定制度のR7年度契約数量を上限）

２ 酪農・肉用牛農家生産支援事業（粗飼料対策）  207,311千円
【事業主体】 団体（県酪連他）
【対 象 者 】 酪農家、肉用牛農家
【取組要件】 粗飼料自給率の向上などの取組みを実施すること
【支援内容】 畜種ごとの高騰前と比較した粗飼料経費の増加分の1/2相当

 額（定額）を支援
 搾乳牛：30,800円/頭、 肉用繁殖牛：15,600円/頭

 肉用肥育牛：10,400円/頭

畜産飼料コストの上昇

[配合飼料]セーフティーネットが発動
せず農家負担が増加

[粗飼料]セーフティーネットがなく、
高騰分はすべて農家負担
自給飼料生産コストも上昇

飼料経費増加による
農家負担の蓄積

負担軽減支援により
農家の取組みを下支え

《スキーム》
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経営体質転換が追いつ
かず経営維持困難

畜産経営に欠かすことのできない飼料価格の高止まりにより厳しい経営状況が続き、経営存続が危ぶまれることから、本県畜産
基盤の維持のため、国産飼料の利用拡大や生産性向上等に継続して取り組む意欲ある畜産農家の飼料経費の一部を補助
する。
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